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最近の人工知能に関する動きは予想以上に速い。

状況がどんどん変化するので、この連載を企画した

時点とは様相が大きく変わってしまった。また、人

工知能に関する情報が巷に溢れるようになり、今更

解説をする必要性は低下している O そこで前回もお

断りさせていただいたように、この「人工知能の現

状と将来動向」は当初計画の 5団連載を 4回に短縮

し、内容も変更させていただいた。今回はその最終

回として、人工知能の「光と影」について、 SF小

説や SF映画など空想の世界も交えながら起こり得

る未来像に関する思考実験をしてみたい。楽観的に

パラ色の未来像を夢見る人がいる一方、様々なリス

クを危慎する悲観的な人もいる。ここでは両論を併

記させていただくので、ご参考になれば幸いで、ある。
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=人工知能によってパラ色の未来は来るか=

人工知能の研究や応用システムの開発に携わる人

達は工学系が多いせいか、パラ色の未来を思い描く

傾向が強いようだ。脳は複雑でまだわからないこと

が多い、と謙虚な医学系研究者とは大違いである。

確かに人工知能の発達により高度な知能を利用で

きるようになればすばらしい世の中になるだろう。

離島の小さな診療所では、若い総合医が複数の科の

熟練した専門医グループと同レベルの診察をするこ

とができるようになる。法律事務所では、司法修習

を終えたばかりの新人弁護士が多くの判例を踏まえ

た裁判に勝てる訴状の作成ができるようになる。金

融機関では、新人の窓口係員が資産家に対し金融商

品の複雑なポートフォリオ投資を提案したり、経験

の少ない融資担当者が巨額の資金と長年月を要する

大規模開発ブロジ、エクトの投資判断をしたりできる

ようになる O 化学プラントの制御室では、何十年に

一回の珍しいトラブルが発生しても、原因を瞬時に

究明して最も安全な対応をとることができるように

なる。ごくまれにしか発生しないトラブルは熟練の

運転員でも経験したことがなく、的確な対応を取る

ことは難しいのだ。しかし人工知能ならプラントの

設計思想、構造、動作原理、制御方法、長年の保守

点検や改修の記録のすべてを「熟知」し、最適な対
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応ができる O 人工知能の「光」の部分である o -人工知能を巡る小さな陰り=

最近の第三次人工知能ブームは本物だろう O コン しかし、パラ色の未来像に水を差すような「その

ピューターの性能の飛躍的な向上、膨大な情報を短 後 j のできごとも起きている o Iシンデレラのその
時間で検索するビッグデータ関連技術の発達、専門

知識を定式化する困難な作業(知識工学)に代わる

深層学習による自己学習により、人工知能システム

は実用化の域に達しつつあるからである O

そのため実用目的の人工知能システムの開発に莫

大な資金が投資され、優秀な頭脳が集められるよう

になり、競争が過熱している O スマホの新しいアプ

リの多くは何等かの形で人工知能を応用している

し、多くの業界で人工知能による業務システムの高

度化が積極的に進められている。たとえば、あるコ

ンビニエンスストアでは人工知能とソーシャルネッ

トワークシステム (SNS) を組み合わせ、 常連客

の買物履歴に基づいたお勧め商品の案内サービスを

検討している O またあるベビーフード工場では毎日

百万個のポテトを人工知能による画像分析で選別し

ている。厳しい競争に勝抜くには差別化が必要なの

で、各社とも新サービスなどの開発に積極的なので

ある。

現在の人工知能にはまだ、苦手な部分が残っている

ものの、多くの分野で熟練した専門家と同等の知的

能力を発揮できるレベルに達しつつある O まだ知

識・経験が不十分な専門職の新人が経験豊富なベテ

ラン並みに仕事をしたり、人工知能システムが人間

と同等の仕事を代行したりすることが当面の目標で

ある。中にはすでに人工知能が人間以上の能力を獲

得した分野もあるし、今はまだ人間にかなわない

が、追い付き追い越すのは時間の問題だろうという

分野もある O こうした面を見る限り、人工知能の未

来はパラ色に見えるのである。

後」に例えられるように、ハッピーエンドの物語の

後日談である。シンデレラの物語は「王子様と結婚

したシンデレラは宮殿で幸せに暮らしましたとさ」

と終わる。しかし、実際の結婚生活が幸せなものと

は限らない。姑や小姑との関係、夫の女性関係、子

供の教育と悩みは尽きないし、社交や儀礼も大変

だ。王国に政変があるかもしれない。お妃様は結構

大変なのである。以下に、人工知能のパラ色の未来

像に差した「陰り」と思われる事例をご紹介する。

(将棋名人戦でのカンニング疑惑)

以前、人工知能ソフトが囲碁や将棋の名人に勝て

るようになった話をご紹介した。しかしその後の対

戦では名人が勝つこともあり、棋士はまだまだ強い

ことを立証した。人工知能と対戦したある名人は

「人工知能は人聞が思いもつかなかった手を使うこ

とがある。これまでの常識とは違う新しい勝負の世

界が開けるだろう」という感想を述べたそうだ。

ところが 2016年 10月にプロ棋士の将棋ソフト不正
使用疑惑というスキャンダルが発生した。第 29期竜

王戦の挑戦者、三浦弘行九段が対戦中に離席した際

に将棋ソフトを使用してカンニングを行ったのでは

ないかと疑われたのである。対局中にトイレや食事

将棋の竜王戦でカンニング疑惑(イメージ図)
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などで離席することは認められるが、三浦九段の場

合は頻度が高く時間も長かったこと、終盤での指し

手を将棋ソフトと比較したところ一致率が高かった

という主張があったのだそうだ。最終的に第三者委

員会が不正行為の証拠はないと結論づけ、公式戦出

場停止処分も取消されて名誉が回復された。

しかし、騒動の責任を取って日本将棋連盟の会長

と常務理事が辞任した他、幹部三名が解任された。

この事件の真偽はわからないが、人工知能による将

棋ソフトがプロの棋士の参考になるほどのレベルに

達しているということだろう。

(自動運転自動車の死亡事故)

人工知能による自動車の自動運転は実用の域に達

している。 TV カメラやレーダー、超音波センサー

などにより道路状況や他車の存在を検出し、必要に

応じて減速・停止する自動停止システムは既に広く

普及している。無人運転も技術的にはほぼ完成して

おり、すでに私有地で道路交通法が適用きれない大

型観光施設などで無人運転の構内パスが運行されて

いる。公道についてまだ、法律上の問題が残っている

ので、自動運転車の走行実験には運転者が搭乗して

状況を監視することが義務付けられている O 米国で

は世界最大のネット企業グーグル (Google) 社の

子会社が開発した 58台の自動運転車が公道実験を続

け、走行距離は 350万キロに達したという O

ところが 2016年5月に米国の電気自動車専門メ}

カーであるテスラ (Tesla) 社の運転支援機能を搭
載した自動車(厳密には自動運転車ではない)が死

亡事故を起こした。ドライパーが乗った車が中央分

離帯のある幹線道路を運転支援機能によって走行

中、前方の交差点を左折しようとしていた大型トレー
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ラーに衝突したのだ。原因は背景の空が明るく光っ

ていて、 ドライパーも運転支援機能も白い車体を認

識できなかったためで、人聞が運転していても同様

の事故が起きたかもしれない状況だ、った。

自動運転は人間のようによそ見をしたり長時間ド

ライブで疲労して注意力が低下したりすることはな

いが、まだ完全で、はない。雪道での走行はまだ不安

定だし、運転が慎重すぎて他の交通の流れに支障を

きたすという批判もあるそうである。

(受験ロボット「東口ボ君 j の挫折)

以前に紹介した「東ロボ君」の後日談は、少々残

念なものである O 国立情報学研究所が 2011年から進

めていた研究で、人工知能に最難関と言われる東京

大学の入学試験を受験させ、合格を目指すものであ

った O 既に得意科目では偏差値 57と合格レベルに達

し、残り科目もあとわずかだろうと楽観視されてい

た。ところが、英語や国語の長文読解が苦手で成績

がなかなか伸びず、ついに断念したものである。

限界を素直に認め、目標を断念したのは立派だと

思う。国が多額の研究開発資金を投入したのに十分

な成果が得られなかったプロジ、ェクトは過去にもた

くさんある O それが科学研究の難しさであり、公的

資金でなければできない研究課題だということであ

東京大学本郷キャンパス(写真:Wikipedia)



る。計画通りの結果が得られる技術開発なら民間企

業が投資できる O そうではない未知のもの、成功し

ないかもしれない(失敗するかもしれない)研究に

こそ、公的資金を投入すべきなのである O 昨今「す

ぐに役に立つ」研究開発にしか科学研究費(科研

費)を出さない傾向が強まり、長期間を要し結果が

予測困難な基礎研究が縮小を迫られ、将来の科学研

究の低下が危ぶまれているのである O

(過激思想にかぶれた人工知能)

近年、インターネット上で巧妙に流布される過

激な思想を純真な若者が無批判に吸収し、凶悪な

テロ事件を起こしてしまうという問題が起きてい

る。欧米で生まれ育ち「ホームグロウン J (home

grown. 自国育ち)と呼ばれる若者達である O 国際

テロ組織のインターネットによる資金調達も盛ん

で、軍事訓練キャンプの維持費や要員の旅費、武器

弾薬の購入費をまかなう闇資金はかなり潤沢らしい。

現在の人工知能ブームのきっかけのひとつが、深

層学習による自己学習である。そしてインターネッ

トに接続すれば世界中から膨大な情報を収集して自

ら知識を蓄積できるようになったのである O

しかしそこには意外な落とし穴があった。世界最

大のネット企業であるグーグル社が膨大な資金と多

数の研究者を投入して開発を進めていた巨大人工知

能システムが、ナチス思想や人種差別主義、イスラ

ム過激派のテロリズムなどの危険な思想に「かぶれ

て」しまったのである。問題に気が付いた研究者達

は、楽観的すぎたこの壮大な実験を一時中止し、対

策を検討中だという O

(余談:子供の教育環境と人工知能の学習環境)

中国の列女伝(れつじよでん)に記された故事に
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「孟母三遷(もうぼさんせん)の教え」がある。孟

母とは「性善説(せいぜんせつ) J を唱え、武力に
よる覇道を批判して互恵関係や信頼関係に基づく王

道政治(おうどうせいじ)を主張し[易姓革命(え

きせいかくめい) J を唱えた思想家、孟子(もう
し:紀元前 372~ 紀元前 289年)の母親、三遷とは住

まいを三度変えたという意味である。孟子が子供の

頃に住んでいたのはお寺の近くで、子供達は葬式ご

っこをして遊んで、いた。教育上良くないと考えた母

親は市場の近くに引っ越したのだが、そこでは子供

達は商売ごっこをして遊んでいた。ここも教育には

良くないと気付いた孟子の母親は、更に学校の近く

に引っ越した。そこで、は子供達が学校ごっこをして

遊んで、いたので孟子も自然に学問好きになり、後年

は大学者になったというお話である o r朱に交われ
ば赤くなる」から、人工知能にも「悪い子と遊んで、

はいけません」と注意しなければならないだろう。

=SF小説家が描く恐怖の未来=
(ロボットと人間の関係:ロボット三原則)

ロボットが人間に対して反乱を起こすのではない

かという恐怖は昔からあり、フランケンシュタイン

(Frankenstein) のような人聞がイ乍ったロボットが

人聞を破滅させる物語がたくさん書かれてきた。

SF作家のアイザック・アシモフ (Isaac Asimov:

1920~ 1992) はそうした風潮に対抗し、小説の中

でロボットが従うべき「ロボット三原則 (Three

Laws of Robotics) J という次のような原則を提唱
した。

<第一条>

ロボットは人間に危害を加えてはならない。
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また、その危険を看過することによって、人間

に危害を及ぼしてはならない。

<第二条>

ロボットは人間に与えられた命令に服従しな

ければならない。ただし、与えられた命令が第

一条に反する場合はこの限りでない。

<第三条>

ロボットは、第一条および第二条に反する恐

れがない限り、自己を守らなければならない。

鉄腕アトムもこの三原則を踏襲しており、それに

関連する場面が時々出て来る。ただし、この三原則

は不完全なので、その矛盾を突く問題意識が多くの

SF小説や SF映画の恰好の題材となっている。

(人工知能が人聞に反抗する SF映画)

少し古いが、冷戦時代にソ連の大陸間弾道ミサイ

ル (ICBM) を監視している北米航空宇宙防衛司令

部 (NORAD) のコンビューターに天才ハッカー少

年が侵入した結果、人間の指示に従わなくなって核

戦争が起きそうになるという SF映画があった。
映画 12001年宇宙の旅(原題 Space Odessay) J

は、惑星探査のための宇宙船に搭載された人工知能

コンピュータ一 HALが搭乗員を殺し始めるという
物語である。 HAU 土惑星探査ミッションについて
は乗員と協力するよう命令されていたが、密かに与

えられたモノリス探査については乗員に隠せという

命令も受けていた(人工冬眠中の科学者は知ってい

た) 0 HAU ま二つの指示の矛盾に耐えきれず異常
をきたして暴走し、最後は自分を停止させようとす

る乗員を排除し始めた。乗員が死んでいなくなれば

永遠に秘密を話きずに済み、惑星探査ミッションは
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自分だけで遂行すればいいと考えたのだ。この物語

の結末は、異常に気付いた船長が、声の聞こえない

場所で乗員と密談しているのを読唇術で読み取る

ほど賢い HALとの知恵比べに勝って HALを停止さ
せ、生き残った乗員と探査飛行を続けるというもの

である O

映画「ターミネーター」シリーズは、人工知能が

人類に反乱を起こしロボット兵器(ターミネーター)に

よって人類を絶滅す前まで追い込むが、有能な指揮

者の下に団結した人類が反撃する物語である O 有能

な人類軍指揮者に手を焼いた人工知能は、タイムマ

シンで過去(つまり現代)に表面が人間と同じ生体

細胞で覆われ外見が人間と同じに見える潜入型の暗

殺ロボットを送り込み、彼の母親を殺そうとする。

母親を抹殺すれば子供である指揮者は消滅し、人類

軍は弱体化するはずだというタイムマシン・パラドッ

クスである O

(悪者が人工知能を使ったら)

私見では、人工知能が人間に反抗するよりも、悪

人が高度な人工知能を犯罪などの悪事に使う危険性

の方が高いのではないかと思う。天才的頭脳を持つ

犯罪者、狂気の科学者、世界征服を企む謎の組織な

どは小説や映画の恰好な題材であった。しかし、何

でも自分達でやれるわけではないので、高い能力を

持つ人物を雇うこともある O マフィアのボスが法律

を勉強するよりは腕利きの悪徳弁護士を高給で、雇っ

た方が効率的だ。今後は代わりに人工知能を使うよ

うになるだろうから、それに対抗するには警察や検

察がより高度な人工知能を装備する必要がある。人

間よりも知能が高い人工知能が犯罪を企むのに対抗

するには人工知能しかない、ということである。



(人工知能どうしの知恵比べ)

囲碁や将棋の棋士が人工知能と優劣を競うのも過

渡的な現象かもしれない。人工知能が人間をはるか

に凌駕するようになれば勝負にならないので、人間

は人間どうしで楽しみながら腕を競うようになるだ

ろう。陸上競技の選手は自動車と競走はしないのと

同じである O そして、人工知能と人工知能の知恵比

べが自動車開発の技術力を競う F1レースのように

行われるようになるだろう。

インターネットによる通信販売や予約、案内など

のサービスでは人工知能を積極的に取り入れてい

る。サービスの差が業績の差になるので、新サービ

スを開発できる巨額の投資ができる資本力の有無が

企業の存亡を左右する場面も増えてくるだろう O

訴訟大国の米国では、損害賠償訴訟に勝つために

は高い報酬を払ってでも実績が豊富な有能な弁護士

を雇う。相手の弁護士よりもこちらの弁護士が有能

でないと、法廷での論戦には勝てないからである。

つまり、訴訟に勝てる弁護士には高い報酬を払うだ

けのメリットがあるのである。もちろんコンサルタ

ントの場合も知恵の価値は同じである。 I知恵は
力」なので必要ならば買えばよい。投資した金は儲

かれば返ってくる、というのはビジネスの論理である。

優秀な金融トレーダーは大きな利益を生み出すの

でかなりの高給取りである。だからトレーダーをた

くさん雇うよりは人工知能に任せた方が安上がりだ

という現象が起きている O 株式市場や金融市場では

以前から高度なシステム取引が行われており、短時

間に莫大な金額が動くことによる相場の乱高下を制

限する規則が定められているほどである。

人工知能が普及して社内のあらゆる場面で応用さ

れる時代には、公平性や倫理・道徳、安全などに関

人工知能の現状と将来動向(4)

する新しいルールが求められている O

空ワツ大字、ブラりン文字、
レンセラー工科大字、

7メリ力海軍

ロボット倫理ルール化の例(資料:松田)

=人工知能が学習する知識はすべて正しいか=

子供が勉強好きで、昔なら図書館に龍って、今な

らインターネットを駆使していろいろな知識を熱心

に学習すれば、賢明な大人に育つだろうと思いがち

だが、世の中そう単純ではない。知識が多いだけで

は知能が高いとはいえないし、世の中に流布してい

る知識のすべてが正しいわけではないのである。

(歴史は歪曲され、都合のよい情報が残される)

古代中国を初めて統ーした秦王朝は、政権にとっ

て不都合な儒教関係の図書類を全て焼却させ儒学者

を生き埋めにした(焚書坑儒)。古代日本でも、政

府が編纂させた公式な歴史書である「古事記」と

「日本書紀」以前の歴史的な記述はほとんど残って

いない。運よく残った古代の伝承などの歴史資料

は、体制派の学者達が後世の偽書だと決めつけ、無

祝されたという O 歴史の政治的情報操作は珍しくない。

1930年代に書かれた英国作家ジョージ・オーエル

の 11984年」という小説にも、強力な権限を行使し

て言論や思想、を統制する正体不明の政府がビッグ・

ブラザーと呼ばれる巨大なシステムで国民を監視し
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人L 知能の現状と将来動向 (4)

ながら、過去のあらゆる記録を組織的に改ざんし、

報道内容を操作し続けるという情景が出てくる O 現

在でも、国民のインターネットへのアクセスを厳重

に制限し、膨大な人数の情報要員を国費で、雇って政

策に沿った意見を大量に投稿させて世論を誘導して

いる中央集権国がある。

(ネットには嘘や間違い、矛盾が溢れている)

インターネットが普及したことにより、個人が全

世界に向けて情報を発信できるようになったが、故

意に嘘の情報をばら撒くことも容易になった。

たとえばインターネットに意図的に読者の怒りや

非難を買う投稿をして返信数を増大させ(いわゆる

「炎上」状態)、アクセス数に比例する報奨金を稼

ぐ無責任な個人や団体がある。

また、災害や事故の際に恐怖心や不安感をあおる

根拠のない「うわさ」ゃ「デマ」が蔓延することも

ある。インターネットは緊急時に即時性があり地域

の貴重な情報伝達手段なのだが、悪意や偏見、憶

測、興味本位の愉快犯的な悪戯による虚報などの弊

害もあり、大きな社会問題である。

政治イデオロギーなどによる偏向や悪意により事

実を検証しないまま憶測で書く報道が既存のメディ

アでも増えている。危機感を持った各国の報道機関

とネット企業が共同で、報道内容の事実関係を検証

する国際的な機構を設立した。いずれ「事実検証済

(Fact Check) J と表示されたニュースが世界中
で報道されるようになるはずである。

(いろいろな正義、複数の正解がある)

人の基本的な価値観は主に子供時代の教育に依存

する。だから、親や担任教師のように信頼できる人

の教えだという属人性、国が定めた道徳教育カリキュ
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ラム、宗教的な戒律、社会における伝統的な倫理感

などが基礎になっている。つまり個人差があり、互

いに矛盾した要素を含んで、いる。

たとえばある宗教では酒や豚肉を禁じているが、

他の宗教では酒を許し牛肉を禁じている。人を殺し

てはいけない、他人のものを盗んではいけない、と

いうような普遍的な戒律については議論の余地がな

いが、根拠が神様の啓示なので、論理的な理由説明

があるわけではない。神様が戒律で禁じられたのだ

から人間はそれをしてはいけない、法律で禁じられ

ているからしてはいけないし禁を犯せば処罰され

る、という構造である O

だから、何が正しくて何が正しくないのかという

問題は非常に難しい。人工知能に法律や規則、マナー

などの外面的なことを教えることはできても、より

内面的な善悪の区別や倫理、道徳を教え、それに反

する知識を排除させるのは、子供がスマホやパソコ

ンで有害なサイトにアクセスできないように設定す

るような簡単なことではないのである O

(少数意見が正しいかもしれない)

ある科学者の集まりで、参加者の大多数が賛成し

た学説に対して猛然と反対した学者がこう言った。

「科学は多数決ではない。実験や観測だけが正しさ

を実証するのだ」と。そして、仮説の提唱から実証

まで数十年、ときには百年もかかった理論はたくさ

んあった。ということは、ある時点で権威ある専門

家が言っていたことが間違っていた訳である O

自然科学のように実験で正しさの実証が難しい分

野では、さまざまな意見や主張がある O そして権威

者や声の大きな者の言う事、多くの人の賛同を得た

ことが正しいとされ、少数意見は無視されてしま



う。自分達の考えを知ってもらうには情報発信が必

要だが、それには多額の費用がかかる O

それがインターネットなら資金力のない小さな

NPOの少数意見も全世界向けに動画で発信でき
る。日本でも地元の地方新聞が政治的に偏向した報

道をしているので正すべきだと主張する民間団体

や、 TV や新聞などマスコミの誤報を検証して報道

被害者を救済する民間研究所などが活動している。

そうした小さな声を拾い出さないと、本当のことは

わからないということがあるのである O

少数意見といえば、イスラム圏に関する偏見や誤

解を解消し、正しい情報を世界に発信するためア

ラビア語と英語でニユ}ス番組を放送するアルジヤ

ジーラ衛星チャンネル (AI J azeera) というTV局

が中東カタールのドーハにある。 NHK-BS の「世界

のニュース j で報道内容を抜粋して紹介しているの

は中立性が認められているからで、設立の目的は達

成しているようだ。ちなみに、 NHK-BS の世界のニ

ユースでは世界の主要 TV 局のトップニュースを紹

介しているので、同じ事件に対する各局の取り上げ

方、視点の違いが明確になって興味深い。

(偽情報に騎されない賢い人工知能)

人工知能が十分に「賢く」なれば、ネット上に溢

れる膨大な、種々雑多で玉石混交の情報の中から価

値のある情報を取捨選択できるようになるだろう O

しかし、共通するもの、対立するもの、矛盾するも

のなどを探し出すことはできても、事実誤認や誤

解、悪質な虚偽、歪曲、隠蔽などを的確に判別する

ことは難しいだろう O 人間でも難しいのだから。

主義や信条は自分達が正しい、正義は自分達にあ

る、それ以外は間違っているとする傾向が強い。人

人工知能の現状と将来動向(4)

工知能にも倫理や道徳、哲学、宗教などによる価

値観や判断基準、つまり単なる知識ではない「英

知(叡智:①すぐれた知恵。深い知性。②〔哲〕

真実在や真理を捉(とら)えることのできる最高の

認識能力) J が必要になるはずで、ある O

=人工知能と人聞が共存するために=

(無くなる仕事、新しく生まれる仕事)

産業革命の際の労働問題を，思い起こす人達は、人

工知能の進歩によって多くの労働者が仕事を失うの

ではないかと心配している。紡績技術の進歩によっ

て仕事を失った労働者が大挙して工場に押し寄せ、

機械を打壊す事件が続出した時代があったからだ。

最近、複数の研究者が 20年後を予測し、現在の職

業の 2割しか残らず、残りの 8割は存在しないだろう

と発表して話題になった。歴史上の経験によれば、

産業構造が大きく変化する過渡期には様々な社会問

題が起きるものの、長い目で見ると無くなった仕事

の代わりに新しい仕事がたくさん生まれ、人々の生

計は豊かになってきた。人間の筋肉に代わる機械が

出現したときも、人間の頭脳に代わるコンピュータ

ーやそれが一段と進歩した人工知能が出現しつつあ

る現在も、基本的な構造は同じだろう O

しかし、多くの職業では知識や経験の蓄積が必要

なので、短期間に他の職業に移るのは容易ではな

い。特に中高年者の場合は転職の障壁が高いため、

新しい分野では人手不足で悩んで、いるのに、古い分

野で、は労働者が余って失業者が出るという状況が起

こりがちである。また、人工知能が世の中で広く利

用されるようになれば人間の果たすべき役割が変わ

り、必要な能力も変わってくる。学校教育の見直し

など、今から対応を考えておく必要があるだろう。
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人工知能の現状と将来動向(4)

(人工知能の利用を制限すべきか)

米国連邦航空局 (FAA) は自動操縦装置の普及

によるパイロットの操縦技量の低下を懸念してお

り、10，OOOft以下の高度ではできるだけ手動操縦す

るようにと勧めている。パネルで高度やコースを設

定し、ボタンを押すだけの日々ではパイロットの基

本的な操縦技量が維持できないからである。

A350 型機の操縦席(写真: Wikipedia、Skyvector)

鉄道の場合、完全自動運転機能を備えた列車で

も、運転士の運転技量維持のため特定の時間帯や車

庫の出入りは手動運転を義務付けている O 人工知能

が広く普及するとあらゆるところで同様な問題が起

きるので、十分な配慮が必要になるだろう O

(人工知能と人聞が仲良く協調)

ロボット三原則によれば、人工知能も人間の指示

に従うべきだということになる。しかし、人間より

高度な人工知能の場合、人間の指示に従っていては

本来の能力を発揮できない場面が起こり得る。親は

人生経験に裏付けられた明確な価値観と判断力があ

るので、子供の有害サイトへのアクセスを禁止する

ことができるが、子供には大人のアクセスを禁止す

る判断力はないのと同様である。

ここは、小学生と中学生のお兄さんやお姉さんの
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ような関係性の中で、人間よりも高い知能を持つ人

工知能と人間とが仲良く協調するというモデルがよ

いのではないか。つまり、人聞が人工知能に指示・

命令するのではなく、お互いに善意に基づいた信頼

関係を持ち、対等な立場で相手の得意な部分を認め

合い、必要に応じて互いに相談したり分担したりし

ながら助けあう、という考え方である O

人工知能と人間との協調(イメージ図)

(人工知能を信じて任せてよいか)

人工知能が非常に高い知能を持ち、人間と対等に

相談することが難しい状況も考えられる。幼稚園児

と大学生のお兄さんやお姉さんとの関係を思い起こ

していただきたい。その場合には、幼稚園児はお兄

さんやお姉さんを信頼し、何でも言うとおりにする

のが一番よい。わからないこと、こまった状況があ

ればお兄さんやお姉さんに知らせ、どうしたらよい

かを教えてもらったり、助けてもらったりするとい

う人工知能への全面依存のモデルで、ある O しかし、

そのお兄さんやお姉さんが善意でなければ、 11984

年」のビッグ・ブラザーのような恐怖の存在になる。

(人工知能に人聞を支配させてよいか)

さらに人工知能の能力が高くなり、人聞が人工知

能に大きく依存する状態が数世代も続けば、人間は



人工知能の指示通りの生き方しかできなくなるだろ

う。必要がなければ考えることを止めてしまうから

だ。全知全能の人工知能は善意に基づいて人間に正

しい道を示し、保護し続けてくれるのだろうか。

このモデルは古代エジプトのような王権神授説に

よる国家構造と似ている。全知全能の存在(神)か

ら地上の世界を治める権限を委譲された王が民衆と

の聞を取り持ち、それを補佐する専門家集団である

神宮達が官僚として仕えるのである O 人工知能が全

知全能の存在になれば、その前に座る人物が古代エ

ジプトの王のような存在、それを補佐し、保守管理

をする少数の超エリート専門家集団が神官のような

存在になる、というモデルである。しかし神官の中

には「虎の威を借りる狐」のような人物がいて、立

場を悪用して私腹を肥やすかもしれないが、民衆に

は区別がつかないだろう。

ここで言いたいのは、そんな状況になってはいけ

ませんよね、ということである。人々が自分達の判

断で納得して社会全体の安全と秩序の維持を人工知

能に委託するのならよいのだが、今の日本の選挙の

投票率を見れば未来社会で民主主義体制を維持する

のは大変で、人工知能に任せきりになってしまいそ

うである。そこに、野心をいだく人物が現れて独裁

者を目指したり、人類の歴史を学習した人工知能が

政治権力に目覚めたりするリスクがありそうだ。

ロシアのウラジオストック(B JI a 且 HBOCTOK) は、

「東」を意味する「ヴ、オストーク(B 0 C T 0 K)J と「領有・

支配する j を意味する「ヴラジ -(BJI a 江 e T b)J から

命名されたという O 人工知能が人類の歴史を何千冊

分も学習し、 r (私が)世界を征服し、支配すべき
だ」と考え始めるかもしれない。そんなことを考え

ると、SF映画のシナリオが何本も書けそうである。

人工知能の現状と将来動向 (4)

SFは未来を考える際のネタの宝庫で、安全対策
の第一歩である「何が起こり得るか」を考える際の

参考になる。逆に未来の宇宙大帝国の戦争-を描いた

スター・ウォーズという SF映画では、ローマ帝国
興亡史を参考にしたというから、未来を考えるには

歴史が参考になるということもあるということだ。

古代王朝と人工知能の支配構造(イメージ図)

=おわりに:あえて書かなかったこと=

これだけ人工知能について書いておいて航空管制

の未来像には全く触れていないではないか、とお叱

りを受けそうだが、本稿ではこの命題はあえて避け

させていただいた。歴史を見ると専門家の未来予想

は大外れが少なくなかったし、これからどうなるの

かという傍観者的な見方よりは、どうすべきかを当

事者として議論する方が大切だと思うからでもあ

る。人工知能は未完成で未知の要素がたくさんあ

り、生命科学のような倫理面の議論もほとんど行われ

ていない。今後の課題は山積していると思うのである。

未来は過去と現在の延長にではなく、大きな断絶的

変化の先にあるかもしれないし、パラ色の将来像の

陰には危険な落とし穴があるかもしれない。 r備え
あれば憂いなし」でいきたいものである O

(了)
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